












物理乱数の歴史 

 

統計数理研究所が乱数表を作った時のコイン 

 

 
 



統計数理研究所の初代の物理乱数発生装置（放射線を計数）の部品 

 

 
 



市販されている物理乱数発生ボード（電気回路の熱雑音を増幅。30MB/sの発生速度） 

 

 

 

 



乱数提供サーバー仕様案(2002年10月２９日)

• 目的　所内外からWebブラウザを用いて、本シス
テムにアクセスし、乱数をオンデマンド形式で獲
得する。

• 位置づけ　本年度の導入はプロトタイプ開発を目
的としているが、将来の本格運用に備えたソフト
ウェア開発を必要とする。

• 提供企業の条件　仕様に示すハードウェアとソフ
トウェアを全て1社が窓口となり提案すること。



所外ユーザ

乱数サーバー
ヘッドノード

ユーザーは乱数
発生をヘッド
ノードに要求

ヘッドノードは
ユーザに乱数
を送付

乱数ノード1

スイッチ
乱数ノード2

ヘッドノードの役割　（１）Webサーバー機能を有する。(2)ユーザから
の要求に従い乱数生成命令を乱数ノードに発行する。負荷分散機
能を有していること。(3)乱数ノードから乱数を受け取りユーザーに
戻す。(4)MPIによる並列計算環境を持つこと。(5)FORTRAN、Cコン
パイラを有していること。

乱数ノードの役割　(1)東芝ランダムマスターによる乱数発生機能を持っていること。
(2)MPIによる系列計算機能を有していること。(3)FORTRAN、Cで開発されたプログ
ラムの実行環境を有していること。

乱数提供サーバー機能イメージ図
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